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【講評】

思わず「かわいい」

と言ってしまう作品。

経木を利用していま

すが、曲げや貼り合

わせなど難しい素材

を確かな加工技術で

仕上げています。バランスも良いです。

愛
林
の
ま
ち
・
津
別
町
の
木
工
展
覧
会
「
２
０
１
０
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展
」

13
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
癒
し
を
感
じ
る
木
の
用
品
」
で
す
。

今
回
は
全
国
各
地
か
ら
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
29
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
入
賞
し
た
11
点
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２２
００
１１
００
津津
別別
ウウ
ッッ
ドド
クク
ララ
フフ
トト
展展

大人の部　最優秀賞 「森人の器」

子どもジュニアの部　最優秀賞 「船」

【講評】

形、色合いなどから『癒し』

を感じる作品です。合板の積層

の技術も素晴らしく、かつ美し

く、総合面で本年の作品の中で

は群を抜いています。また、実

用性に富み、飾っても良く「あ

ったらいいなぁ」というより、

欲しいと感じる作品です。

加賀谷　健至さん（札幌市）

佐伯　竜也さん（津別町）

柳瀬　友二郎さん（津別町）

鈴木　真理さん（北見市）

大人の部　優秀賞　「テディベア」

子どもシニアの部　最優秀賞
「ベンチでくつろぐあひるの親子」

あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
、
こ
ん
な
も
の

使
っ
て
楽
し
い
、
飾
っ
て
楽
し
い

癒い
や

し
を
感
じ
る
「
木
」
の
用
品【講評】

独創的な作品です。材料の組

合せや配置に苦労のあとが伺え

ます。よく考えた作品です。

【講評】

親子の語らいが聞こえてきそ

うです。色合いや表情がやさし

くかわいい作品です。発想がユ

ニークです。

【講評】

埋木を利用している

と思われますが、樹種

の選択が良く、木の特

性を活かした作品です。

ふくよかな顔の表情が

なんともいえず、何で

も許してくれそうな雰

囲気があります。ご利益がありそうです。

牧　芳彦さん（愛知県吉良町）

大人の部　優秀賞　「じぞうさん」

【講評】

素材の持ち

味を生かし、

バランスよく

作り上げてい

ます。

子どもジュニアの部　優秀賞　

「木琴」

【講評】

木の輪切りで

カレンダーの月

と日にちを表示

したのがアクセ

ントとなってい

ます。色塗りも

一生懸命さが感

じられます。

子どもジュニアの部　優秀賞　

「万年カレンダー」 後藤　里乃さん（津別町）

【講評】

台にはリサイ

クル品を利用し、

キットを使わず

自力で仕上げた

作品です。扇風

機からの心地よ

い風が印象的で

す。

子どもシニアの部　優秀賞　

「せんぷうき」 前田　滉太さん（津別町）

【講評】

日本伝統の象

眼という技術を

駆使した作品。

技術が秀でてい

ることはもちろ

んですが、木目

を活かした構図

などから、動物が動きだしそうです。

審査員特別賞（大人の部）

「丹頂鶴、ペンギン」
守屋　茂さん

（埼玉県八潮市）

【講評】

木琴の音色を

変えずに、配色

によるデザイン

で作品に変化を

与えています。

この創造性を今

後も持ち続けて

欲しいものです。

子どもシニアの部　優秀賞　

「木琴」 工藤　春花さん（津別町）

才川　智希さん（津別町）

【講評】

シナ合板を１枚１枚

切り抜き、貼り合わせ、

下まで貫通していない

パズルになっています。

細部まで丁寧に仕上げ

てあり、加工技術が優

れています。造形美も

素晴らしく芸術的セン

スを感じます。

審査員特別賞（大人の部）

「好きなキャラパズル」

上杉　知史さん

（津別町）



10
月
28
日
、
平
成
22
年
度
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
統
計
功
労
者
）
受
賞
式
が
、
札
幌
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
恩
根
の
鹿
中
順
一
（
農

業
・
町
議
会
議
長
）
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
30
年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
り
、

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
北
海
道
農
業
基
本
調
査
な
ど
）

に
従
事
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
々
に
、
高

橋
は
る
み
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

鹿
中
さ
ん
は
「
家
族
の
協
力
と
、
地
域
の
人
た

ち
の
統
計

調
査
に
対

す
る
理
解

の
お
か
げ

で
す
」
と

話
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
お

め
で
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

永
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に
尽
力

美
し
い
音
色
で
町
民
を
魅
了

リ
コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
林
業

研
修
会
館
で
「
意
外
と
知
ら
な
い
お
口

の
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
、「
家
庭
介
護

教
室
」（
主
催
・
津
別
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
歯
科
衛
生
士
の
柳
原
光
代

さ
ん
が
招
か
れ
、
２
日
間
で
24
名
の
方

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
噛
む
力
が
運
動
機
能
や

認
知
症
予
防
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を

学
び
、
歯
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
口
の
ス
ト

レ
ッ
チ
や
舌
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
実

践
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
誤
飲
を
防
ぐ
食
事
の
姿

勢
や
飲
む
力
を
低
下
さ
せ
な
い
体
操
を

学
び
、
介
護
だ
け
で
な
く
自
分
の
健
康

に
大
切
な
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

口
く
う
ケ
ア
で
健
康
に

家
庭
介
護
教
室
が
開
催
さ
ま
し
た

10
月
31
日
、
中
央
公
民
館
で
つ
べ
つ
リ

コ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

プ
ロ
の
演
奏
家
で
あ
る
金
子
健
二
氏
な
ど

４
人
の
講
師
を
迎
え
、
全
国
か
ら
小
中
学

生
も
含
め
、
55
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

受
講
者
は
初
級
者
コ
ー
ス
と
上
級
者
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
、
各
３
曲

を
演
奏
。
続
い
て
合
同
演
奏
で
は
ジ
ョ

ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
作
曲
の
「
ジ
ュ
ラ
シ

ッ
ク
パ
ー
ク
」
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
が
合
奏

さ
れ
、
観
衆
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
第
２
部
の
セ
ミ
ナ
ー
講
師
に
よ

る
演
奏
で
は
、
会
場
全
体
に
最
高
の
音
色

を
奏
で
ま
し
た
。

11
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
３
階
会
議
室
で
津
別
町

有
機
農
業
推
進
協
議
会
（
山
田
照
夫
会
長
）
主
催
の

「
有
機
牛
丼
」
の
試
食
及
び
商
品
開
発
に
向
け
た
検
討

会
に
、
試
作
品
を
製
造
し
た
エ
バ
ラ
食
品
工
業
株
式

会
社
を
含
む
、
約
20
名
の
方
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し

た
。試

食
品
に
は
、
地
元
産
の
有
機
牛
肉
と
有
機
玉
ね

ぎ
を
使
っ
た
「
有
機
牛
丼
」
の
他
に
、
パ
ン
粉
の
代

わ
り
に
米
粉
を
使
用
し
た
有
機
牛
肉
ハ
ン
バ
ー
グ
な

ど
の
試
食
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
牛
肉
の
臭
み
が
少

な
い
」
や
「
ま
ろ
や
か
で
美
味
し
い
」
な
ど
の
高
い

評
価
が
寄
せ
ら

れ
、
商
品
化
に

向
け
て
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

新
た
な
商
品
開
発
に
挑
戦

有
機
牛
丼
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

11
月
３
日
、
文
化
の
日
に
中
央
公
民
館
で
、
町
の

発
展
や
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
労
者
、
善
行
者

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
自
治
、
社
会
福
祉
、
消
防
、
善
行
で
功

績
の
あ
っ
た
５
氏
１
法
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
受

賞
者
は
、
広
報
つ
べ
つ
11
月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

功
労
者
、
善
行
者
に
は
、
佐
藤
多
一
町
長
か
ら
一

人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
自
治
功
労
者
の
安
部
照
也
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
益
々
努
力
し
、
地
域
社
会
に
貢

献
し
、
津
別
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

11
月
１
日
、
子
ど
も
を
対
象
と
し

た
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
協
調
型
事
業
（
教
育

活
動
助
成
事
業
）
で
、
食
農
教
育
を

通
じ
、
子
ど
も
の
農
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
津
別

町
農
業
協
同
組
合
・
青
年
部
（
大
松

祐
二
会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
青

年
部
部
員
が
作
っ
た
地
元
産
の
ヤ
ー

コ
ン
20
kg
、
カ
ボ
チ
ャ
25
kg
を
「
ぜ

ひ
、
学
校
の
給
食
に
出
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
阿
部
博
道
教
育
長
に
目
録

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
贈
ら
れ
た
地
元
産
の
新
鮮

な
食
材
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

調
理
さ
れ
、
安
心
安
全
で
美
味
し
い

給
食
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
地
元
の
味
を
提
供

農
協
青
年
部
が
食
材
を
寄
贈

町
の
発
展
、
振
興
に
尽
力

功
労
者
、
善
行
者
表
彰
式

10
月
24
日
、
中
央
公
民
館
で
「
す
べ

て
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
集
い
」
が
、
埼
玉
県

東
松
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
曽
根
直

樹
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
で
は
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
支
援

と
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
映

像
を
用
い
た
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
分
か

り
や
す
く
て
納
得
で
き
る
こ
と
が
多
か

っ
た
で
す
。
制
度
の
あ
ら
ま
し
や
仕
組

み
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

な
ど
、
多
く
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
講
演
会
開
催

10
月
24
日
、
津
別
町
商
工
会
創
立
50
周
年
記
念

式
典
が
中
央
公
民
館
で
関
係
者
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
、
役
員
永
年
勤
続
の
功
労
者
、
職
員
の
永
年

勤
続
の
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

石
橋
崇
司
会
長
は
「
歴
代
役
員
、
諸
先
輩
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
そ
の
時
々
の
経
済
状
況
の
中

で
、
堅
実
に
歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
津
別
町
、
協
力
機
関
、
諸

団
体
の
御
支
援
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と

式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

津
別
町
商
工
会
は
、
昭
和
35
年
８
月
１
日
、
２

１
４
名
の
会
員
で
創
立
さ
れ
て
半
世
紀
が
経
過
し

ま
し
た
。

創
立
50
周
年
記
念
事
業
は
、
９
月
24
日
、
25
日

に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
販
売
さ
れ
、
本
年
、
12

月
に
は
30
周
年
以
降
の
、
20
年
間
を
記
録
す
る
記

念
誌
の
発
行
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

津別町商工会

創立50周年記念式典が開催



「
美
幌
町
で
両
親
は
雑
貨
店
を
営
ん
で

い
て
、
商
売
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

若
い
頃
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
野
球

を
し
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た

竹
内
さ
ん
。

昭
和
43
年
11
月
、
丸
玉
産
業
㈱
に
就

職
し
、
平
成
８
年
12
月
、
60
歳
で
定
年

退
職
。「
退
職
後
は
、
豊
永
の
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
知
り

ま
し
た
」
と
話
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
高
齢
者
の
競
技
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
昭
和
22
年
、

子
供
た
ち
が
気
軽
に
で
き
る
遊
び
と
し

て
、
北
海
道
・
十
勝
総
合
振
興
局
管
内

の
芽
室
町
で
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
知
ら
れ

て
い
な
い
。

ル
ー
ル
は
「
１
チ
ー
ム
５
名
（
交
代

者
３
人
以
内
）
で
、
各
競
技
者
は
、
ス

タ
ー
ト
エ
リ
ア
か
ら
第
１
ゲ
ー
ト
を
ね

ら
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
第
１
、
第
２
、

第
３
ゲ
ー
ト
を
通
過
後
、
最
後
に
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
ゴ
ー
ル
ポ
ー
ル
を
目
指
し

ま
す
。
試
合
時
間
は
30
分
で
、
時
間
内

に
ど
ち
ら
か
の
チ
ー
ム
が
全
員
上
が
れ

ば
試
合
は
終
了
。
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
も

全
員
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
チ
ー
ム
ご
と

の
得
点
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
」
と
話
す
。

「
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
よ
り
も
、
相
手
チ

ー
ム
の
邪
魔
を
す
る
こ
と
に
重
点
を
置

く
の
で
高
度
な
戦
略
が
必
要
で
、
頭
を

使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と
語
る
。

「
競
技
は
“
失
敗
し
て
も
怒
ら
な
い
、

相
手
を
責
め
な
い
、
あ
と
で
愚
痴
ら
な

い
”
こ
と
を
基
本
に
、
明
る
く
楽
し
む

こ
と
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
一
人
が
失

敗
し
て
も
、
次
の
人
が
助
け
て
く
れ
ま

す
よ
」
と
話
さ
れ
た
。

「
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違
っ
て
体
力
、
筋

力
は
必
要
な
く
、
津
別
町
に
は
屋
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
あ
る
の
で
、
１
年
を

通
じ
て
誰
も
が
平
等
に
楽
し
め
る
団
体

ス
ポ
ー
ツ
で
す
」
と
語
る
。

現
在
、
津
別
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
昭
和
61
年
３
月
発
足
）
の
事
務
局
長

で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
と
魅
力

を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
内
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
シ
ル

バ
ー
カ
ー
を
押
し
た
り
、
杖
を
つ
い
て

歩
い
て
い
る
お
年
寄
り
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
時
に
は
歩
道
か
ら
降
り
車
道
沿

い
を
歩
い
て
い
る
た
め
「
危
な
い
な
あ
、

歩
道
を
歩
け
ば
い
い
の
に
」
と
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
危
険
で
あ
る

こ
と
は
、
お
年
寄
り
も
十
分
承
知
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
車
道
を
歩
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
の
で
す
。

「
歩
道
の
構
造
」

歩
道
を
注
意
し
て
見
る
と
、
車
道
に

向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
歩
道
に
溜
ま
っ
た
水
を
、
排
水

す
る
た
め
の
傾
斜
な
の
で
す
が
、
こ
の

傾
斜
は
実
に
く
せ
も
の
で
す
。
シ
ル
バ

ー
カ
ー
や
車
椅
子
を
真
っ
直
ぐ
に
押
し

て
い
る
つ
も
り
で
も
、
車
道
の
方
へ
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
し
ま
い
非
常
に
危
険
で

す
。
か
と
い
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に

つ
か
ま
ら
な
け
れ
ば
歩
け
な
い
お
年
寄

り
の
場
合
、
何
度
も
向
き
を
修
正
し
な

が
ら
進
む
の
は
大
変
な
労
力
で
す
。
下

手
を
す
る
と
、
１
ｍ
進
む
ご
と
に
修
正

す
る
こ
と
に
な
り
、
時
間
ば
か
り
か
か

り
、
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
車
が
出
入
り
す
る
た
め
の
歩
道

の
高
低
差
も
、
杖
を
つ
き
な
が
ら
歩
い

て
い
る
と
や
っ
か
い
で
す
。
足
が
不
自

由
だ
っ
た
り
、
身
体
の
半
分
に
ま
ひ
が

あ
っ
た
り
す
る
場
合
、
こ
の
差
で
バ
ラ

ン
ス
を
崩
し
て
転
倒
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
と
っ
さ
に
受
身
を
と
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
骨
折
や
大
き
な
怪
我
を

し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
運
転
手
の
心
が
け
」

車
道
を
歩
く
こ
と
は
大
変
危
険
な
こ

と
で
す
が
、
ご
本
人
の
安
全
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
歩
か
ざ
る
を
得
な
い
時
が

あ
り
ま
す
。

「
歩
道
を
歩
け
ば
安
全
」
と
い
う
の
は

「
全
て
の
人
に
共
通
な
こ
と
で
は
な
い
」

と
い
う
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
車
道
沿
い
に
歩
い
て
い
る
、
お

年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、
車
を
運
転
す

る
方
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
心
が
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
お
年
寄
り
の
心
が
け
」

お
年
寄
り
も
、
目
立
つ
服
装
や
夜
光

反
射
材
を
携
帯
す
る
な
ど
、
車
か
ら
見

や
す
い
よ
う
留
意
し
、
周
囲
に
車
が
近

づ
い
て
な
い
か
も
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
雪
が
降
っ
て
も
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

滑
っ
て
転
倒
し
た
こ
と
が
原
因
で
死
亡

事
故
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
例
も
多
い
の

で
、
冬
の
自
転
車
運
転
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

たけうち　ひろし　さん／昭和11年３月、美幌町で生まれる／74歳
／豊永在住

さ
ん

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

竹
内
　
　
博

【392】

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
の
申
告
、

納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
手
続

き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
電
子
証
明
書
（
役
場
戸
籍
年
金
担
当
窓
口
で
電

子
証
明
書
を
記
録
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
発
行
に
は
２
０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）
を
取
得

し
、
電
子
証
明
書
を
読
み
込
む
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ラ
イ
タ
（
電
気
店
等
で
３
０
０
０
円
程
度
）

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号
等

を
取
得
す
る
（
開
始
届
出
書
は
、
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
識
別
番
号
等
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

③
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
初
期
登
録
・
そ

の
ま
ま
申
告
デ
ー
タ
ー
を
作
成
し
、
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
へ
送
信
し
電
子
申
告
を
終
了
し
ま
す
。

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
申
告
を
す
る
と
、

５
０
０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
と

し
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
22
年
分
ま
で
の
い
ず
れ

か
１
回
）
の
税
額
控
除
が
で
き
ま
す
。
年
末
調
整

が
済
ん
だ
方
で
も
こ
の
税
額
控
除
の
み
の
申
告
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

収
票
等
の
添
付
を
省
略
で
き
ま
す
。（
こ
れ
ら
の

書
類
は
申
告
者
が
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

詳
し
く
は
下
記
の
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ

ム
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
e
｜

T
a
x
）
の
ご
利
用
を

お問い合わせ　　地域包括支援センター（役場内） †76－2158

今
年
の
４
月
か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
(株)
津
別
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
勤
務
し
て
い
る
村
田
杏
奈
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
電
話
応

対
や
請
求
書
の
作
成
な
ど
を
担
当
。「
最

初
は
ガ
ス
、
灯
油
の
詳
し
い
こ
と
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
」
と
入

社
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
を
津
別
町
で

過
ご
し
、
卒
業
後
は
江
別
市
に
あ
る
北
翔

大
学
短
期
大
学
部
に
進
学
。
地
元
に
帰
っ

て
き
た
感
想
を
伺
う
と
「
津
別
に
は
若
い

人
が
少
な
い
で
す
が
、
若
い
人
を
中
心
に

町
を
活
気
づ
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
！
」

と
話
し
ま
す
。

休
日
に
は
犬
の
散
歩
や
買
い
物
を
し
て

い
る
村
田
さ
ん
。
最
近
楽
し
か
っ
た
こ
と

は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
ぶ
新
人

研
修
に
行
っ
た
こ
と
で
「
勉
強
に
も
な
っ

た
し
、
同
期
の
方
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
し

た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
伺
う

と
「
最
近
、
第
２
種
販
売
主
任
者
（
高
圧

ガ
ス
）
の
試
験
を
受
け
た
の
で
、
分
か
り

や
す
い
説
明
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で

す
。
あ
と
は
笑
顔
で
明
る
く
接
す
る
事
で

す
ね
」
と
や
る
気
に
満
ち
た
笑
顔
を
見
せ

る
村
田
さ
ん
で
し
た
。

明
る
く
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
一
番
！

村
田
　
杏
奈
　
さ
ん

むらた　あんな さん／平成元年８月生まれ／オホー

ツク・エア・ウォーター（株）津別店に勤務／西町

健康�
いきいき�

思
い
や
り
の
心
で
…
。

お問い合わせ †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

イータックスホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp



元
気
に
自
分
ら
し
く
老
い
て
い

く
た
め
に
、
今
か
ら
で
き
る
介
護

予
防
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

う
つ
と
認
知
症
の
予
防
に
関
す

る
研
究
分
野
の
第
一
人
者
を
講
師

に
招
い
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

講
　
題
「
高
齢
者
の
う
つ
と
認
知
症

を
理
解
し
よ
う
」

講
　
師

粟
田
主
一
氏
（
東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
）

日
　
時

12
月
４
日
（
土
）

10
時
〜
12
時

参
加
費

無
料

場
　
所

北
見
市
端
野
町
公
民
館
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル

対
　
象

一
般
の
方
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
お
年
寄
り
の
相

談
支
援
を
担
当
す
る
方

主
　
催

北
見
保
健
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

北
見
保
健
所
保
健
推
進
係
　

†
０
１
５
７-

24-

４
１
７
１

※
申
し
込
み
は

平
日
の
９
時

か
ら
17
時
ま

で
に
お
願
い

し
ま
す
。

日
　
時

12
月
10
日
（
金
）

午
前
11
時
50
分
〜

場
　
所

津
別
高
校
体
育
館

当
日
は
、
高

校
の
全
校
集
会

に
て
報
告
会
が

実
施
さ
れ
ま
す

が
、
一
般
町
民

に
も
公
開
さ
れ

ま
す
。

時
間
の
許
す
方
は
是
非
、
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館

社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
寒
い
冬
だ
か
ら
こ
そ

運
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
　
間

平
成
23
年
１
月
11
日
〜

平
成
23
年
３
月
15
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
（
計
10
回
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
　
所

中
央
公
民
館
　
２
階
研

修
室

対
　
象

町
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
方

※
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
で
通
院
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
は
主
治
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

q
65
歳
以
上
の
方
は
８
０
０
円

w
60
歳
〜
64
歳
の
方
は
１
６
０

０
円

定
　
員

20
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

12
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
参
加

料
と
と
も
に
、
中
央
公
民
館
内
　

社
会
教
育
課
（
†
76-

２
７
１

３
）
へ
申
し
込
み
、
ま
た
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
26
日
（
水
）
実
施
分
の
３
歳

児
健
診
の
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

高
山
　
昊
飛
ら
い
と

く
ん
（
豊
永
）

本
間
　
拓
翔
た
く
と

く
ん
（
共
和
）

小
野
寺
大
和
や
ま
と

く
ん
（
木
樋
）

梶
山
倖
太
郎

こ
う
た
ろ
う

く
ん
（
柏
町
）

門
脇
　
　
凛り
ん

ち
ゃ
ん
（
東
町
）

平
川
　
楓
來
ふ
う
ら

ち
ゃ
ん
（
達
美
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
健
康
推
進

担
当
　
†
76
｜
２
１
５
１

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月

31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
（
内
線
２
４
３
）

次
の
日
程
で
冬
季
町
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
幼

児
・
一
般
（
高
校
生
含
む
）
は
当

日
申
し
込
み
で
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◎
ス
ケ
ー
ト
大
会

１
月
23
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

津
別
小
学
校
前
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

◎
ス
キ
ー
大
会

２
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

今
年
も
ス
キ
ー
大
会
当
日
に
は
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
川
端
絵

美
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
も
計

画
中
で
す
。
参
加
取
り
ま
と
め
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
ち
ら
し
を
配
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
　
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

ラ
ブ
ホ
テ
ル
規
制
が
追
加
さ
れ

ま
す
。
新
た
に
規
制
対
象
と
な
る

ラ
ブ
ホ
テ
ル
形
式
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
を
現
在
営
業
し
て
い
る
方
は
、

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
、
同

様
の
形
式
の
営
業
を
継
続
す
る
場

合
は
、
平
成
23
年
１
月
中
に
公
安

委
員
会
（
所
轄
警
察
署
、
津
別
町

は
美
幌
警
察
署
）
へ
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

警
察
本
部
保
安

課
ラ
ブ
ホ
テ
ル
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

†
０
１
１-

２
５
１-

０
１
１
０

（
内
線
３
１
５
７
、
３
１
５
８
）

◎空き巣の発生！

10月中、美幌で３件、津別町で１件空き巣被害が発

生しており、鍵を掛けずに出かけている最中に被害に

遭っています。

◎自転車盗難事件発生！

10月中、美幌町内で駅や店舗の駐輪場に駐輪中の自

転車が盗まれる被害が２件発生しています。

◎悪質な訪問販売業者などにご注意を！

悪質な業者に多い事例としては、虚偽の説明により

消費者を惑わす「不実の告知」や、契約時に交付が義

務付けられているクーリングオフなどの記載がある法

定書面に関する「法定書面の不交付」や「不備な法定

書面の交付」などがあります。訪問販売業者等と契約

を結ぶ際は、契約内容をよく検討し、交付書面の確認

を行うようご注意ください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

タ
イ
ヤ
の
交
換
、
点
検
は

お
済
み
で
す
か
？

住民生活

グループ

†７６－２１５１

気
が
つ
け
ば
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
わ
ず
か
。
雪
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
冬
型
の
交

通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

冬
タ
イ
ヤ
の
交
換
、
点
検
は
お
済

み
で
す
か
？
タ
イ
ヤ
の
使
用
期
限
は

約
３
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ

ヤ
が
磨
り
減
っ
て
い
な
く
て
も
、
長

年
使
用
し
た
り
、
直
射
日
光
に
当
た

り
続
け
た
タ
イ
ヤ
は
、
ゴ
ム
が
劣
化

し
て
路
面
を
し
っ
か
り
つ
か
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
早
め
の
交
換
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冬
季
は
良

好
な
視
界
の
確
保
も
大
切
で
す
。
窓

ガ
ラ
ス
が
凍
結
し
た
ま
ま
走
行
す
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
窓
ガ
ラ

ス
カ
バ
ー
を
か
け
た
り
、
車
庫
に
入

れ
る
な
ど
し
て
窓
の
凍
結
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
凍
結
防
止
効
果
の
あ
る
ウ

ィ
ン
ド
ウ
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
や
は
っ

水
コ
ー
ト
剤
を
利
用
す
る
の
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
路
面
状
況
・
天
候
の

変
化
に
合
わ
せ
た
安
全
運
転
が
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
歩
行
者
も
運

転
者
も
み
ん
な
で
冬
道
の
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

冬
季
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ご
案
内

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ
統
計

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

http://www.meti.go.jp/statistics/

高
齢
者
の
う
つ
と
認
知
症

の
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

津
別
町
青
少
年
海
外
研
修

報
告
会
開
催
の
お
知
ら
せ

は
契
約
時
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
延
滞

金
が
か
か
ら
な
い
と
う
た
う
も
の
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

「
無
料
」
と
い
う
の
は
、
一
定
の

期
間
が
設
定
さ
れ
て
お
り
サ
ー
ビ

ス
終
了
後
は
自
動
的
に
有
料
契
約

に
な
り
、
そ
の
後
は
月
会
費
が
か

か
る
と
い
う
説
明
が
小
さ
な
文
字

で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ー
ド
情
報
の
入
力
要
求
を
さ
れ

た
場
合
は
、
目
的
を
必
ず
確
認
し
、

不
明
な
場
合
は
入
力
を
避
け
る
な

ど
契
約
は
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
行

い
ま
し
ょ
う
。
想
像
し
て
い
た
サ

ー
ビ
ス
と
は
違
う
と
き
・
解
約
し

た
い
と
き
は
、
早
く
意
思
を
伝
え
、
解

約
時
の
画
面
の
保
存
も
行
う
こ
と
で
す
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A 「
無
料
」
を
強
調
す
る
宅
配
ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル

の
ト
ラ
ブ
ル

レ
ン
タ
ル
料
や
延
滞
金
が
「
無

料
」
の
宅
配
Ｄ
Ｖ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
を

申
し
込
む
際
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
番
号
を
入
力
し
な
い
と
進

め
な
い
画
面
だ
っ
た
の
で
入

力
し
た
。
一
度
も
借
り
て
い

な
い
２
ヶ
月
分
の
会
費
の
請

求
が
カ
ー
ド
会
社
か
ら
届
き

困
っ
て
い
る
。
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

風
適
法
施
行
令
が
改
正
さ

れ
ま
す

宅
配
ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
と

は
、
借
り
た
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ

Ｄ
を
ネ
ッ
ト
で
注
文
す
る
と

商
品
が
自
宅
に
配
送
さ
れ
、

返
却
は
郵
送
な
ど
で
行
う
と
い
う

も
の
。
月
間
に
借
り
ら
れ
る
本
数

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

皆さんに代わって「苦情審査委員」が

中立的な立場で、道の機関に対し、必要

な調査等を行います。審査の結果、道の

業務に不備な点や制度に問題があるとき

は、道の期間に是正や改善を求めます。

皆さん自身の利害に係わる苦情であれば

「苦情審査委員」に申立てができます。

問い合わせ先

②申立書はホームページからでもダウ

ンロードできます。道トップページ

の相談窓口→道政一般まで。

①苦情申立書は、道庁「道政相談セン

ター」または各総合振興局「道政相

談室」に用意しています。

北海道総合政策部知事室道政相談

センター　†011－231－4111

③申立ては、郵送、ＦＡＸ、メールで。

道の「苦情審査委員制度」

北海道最低賃金北海道最低賃金

691円
時間額

平成22年10月15日発効

「必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も」

北海道内で事業を営む使用者

及びその事業場で働く全ての労

働者（臨時、パートタイマー、

アルバイト等を含む）に適用さ

れる北海道最低賃金（地域別）

が左記のとおり改定されました。

問い合わせ先　北見労働基準監督署　†0157-23-7406



相
生
線
・
開
成
線

問
い
合
わ
せ
先

役
場
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ
町
営
バ
ス
担
当

†
76
｜

２
１
５
１
（
内
線
２
５
１
）

・
12
月
29
日
ま
で
平
常
運
行

・
１
月
１
日
は
全
便
運
休

・
12
月
30
日
、
31
日
、１
月
２
日
か
ら

４
日
ま
で
は
、
次
の
便
が
運
行
し
ま
す
。

【
相
生→

津
別→

北
見
】

相
生
発
北
見
行

午
前
８
時
50
分
（
津
別
発
は
、
午
前
９
時
30
分
）

相
生
発
北
見
行

午
後
０
時

（
津
別
発
は
、
午
後
０
時
35
分
）

津
別
発
北
見
行

午
後
３
時
50
分

相
生
発
北
見
行

午
後
５
時
　

（
津
別
発
は
、
午
後
５
時
40
分
）

【
北
見→

津
別→

相
生
】

津
別
発
相
生
行

午
前
８
時
12
分

北
見
発
津
別
行

午
前
11
時
50
分

北
見
発
相
生
行

午
後
１
時
30
分
（
津
別
発
は
、
午
後
２
時
25
分
）

北
見
発
相
生
行

午
後
４
時
55
分
（
津
別
発
は
、
午
後
５
時
50
分
）

北
見
発
津
別
行

午
後
６
時
45
分

・
１
月
５
日
か
ら
平
常
運
行
し
ま
す
。

・
12
月
29
日
ま
で
平
常
運
行

・
12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
全
便
運
休
し
ま
す
。

・
１
月
５
日
か
ら
は
平
常
運
行
し
ま
す
。

上
里
線

�
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�

�

年
末
年
始
の
各
病
院
の
診
療
日

�

�

�

�

�

�

� �

�

�

�

�

�

�

�

�

年末年始の各病院の診療日

「○」は全日診療、「△」は午前診療 、「×」は休診（全日休診）、「当番」は在宅当番病院、「救」は救急病院

年
末
年
始
の
町
有
施
設
、
各
種

業
務
は
、
次
の
通
り
お
休
み
い
た

し
ま
す
。（
施
設
は
休
館
日
を
含
み

ま
す
。）

役
　
場

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

中
央
公
民
館
（
図
書
室
）

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

町
民
会
館

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

児
童
館

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

12
月
30
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

木
材
工
芸
館

12
月
29
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で

公
衆
浴
場

12
月
31
日
は
正
午
〜
午
後
４
時

ま
で
営
業

１
月
１
日
〜

１
月
３
日
は

休
業

１
月
４
日
か

ら
通
常
営
業

ゴ
ミ
収
集

12
月
31
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

こ
の
期
間
が
収
集
日
と
な
っ
て

い
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
収

集
日
ま
で
ゴ
ミ
を
ご
家
庭
で
保

管
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
お
よ
び

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

12
月
31
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

12
月
31
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で

生
ゴ
ミ
の
直
接
搬
入

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
は
直
接

搬
入
の
指
定
日
に
な
っ
て
い
ま

す
が
12
月
31
日
か
ら
１
月
４
ま

で
は
休
み
の
た
め
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

上
下
水
道
業
務

冬
期
間
の
上
下
水
道
凍
結
は
直

接
業
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、年
末
年
始
は
次
の
業
者
が

担
当
し
ま
す
。
１
月
１
日
は
業

者
も
休
み
と
な
り
ま
す
。

・
12
月
30
日
か
ら
31
日
ま
で

(

株
）土
田
電
業
社

†
０
９
０
｜
９
５
２
１
｜
５
７
０
９

・
１
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
　

(

株
）清
水
建
設

†
０
９
０
｜
８
９
０
３
｜
４
２
０
３

年金の請求をお忘れではありませんか
～お心当たりのある方は、お早めにご相談ください～

・70歳になっても、年金は自動的には支払われません。

・年金の受け取りを始めるためには、年金の請求が必要です。

３.厚生年金の加入期間のある65歳以上の方へ

２.年金の受け取り開始を66歳以降に繰り下げている方へ

・生まれた年などにより、25年未満でも年金を受け取れる場合があります。

※誕生日が昭和27年４月１日以前で、厚生年金の加入期間が20年以上の場合など

・年金の加入期間が25年未満でも、カラ期間と合わせて25年以上あれば年金が受け取れます。

※カラ期間の例：サラリーマンの配偶者であった期間のうち、昭和61年３月までの間で国民年金に任意加入

していなかった期間など

１.年金の加入期間が25年未満の方へ

・「老齢厚生年金」と「老齢基礎年金」の２種類の年金が受け取れます。片方の年金だけを受け取っている

方は、受け取っていない年金についても、改めて請求を行ってください。

・片方の年金の受け取り開始を繰り下げている方は、70歳になるまでに年金の請求を行ってください。

４.厚生年金の加入期間のある方で、「65歳になってから年金を受け取ろう」と思っている方へ

・厚生年金の加入期間が１年以上あるなどの要件を満たす方に対して支払われる「特別支給の老齢厚生年金」

については、65歳になる前に請求しても、年金額が減らされることはありません。速やかに請求を行って

ください。

※特別支給の老齢厚生年金：65歳前に受け取ることができる老齢厚生年金

・現在、会社にお勤めの方も、年金を受け取る資格を満たしている場合は、請求の手続きを行ってください。

・給与の額などに応じて、年金の支払額の調整が行われる場合がありますが、全額停止の場合を除き、年金

を受け取ることができます。

５.60歳以上で、会社にお勤めの方へ

北見年金事務所（†0157－33－6007） 年金ダイヤル（†0570－35－1165）

ご相談・お問い合わせ

12月は、国民健康保険税 第7期

町道民税第４期の納付月です　　

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認して

ください。

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

納期限は12月28日（火）

すいむカードの返却をお願いします

すいむカードを回収して

いますので、お持ちの方は

中央公民館で返却をお願い

します。

問い合わせ先

中央公民館　社会教育課

† 76－2713



▼冬期間に失業される方へ

仕事の都合で冬期間に失業される方は、

厚生年金の加入資格がなくなります。

そのため次のとおり資格の変更が必要

となります。

○本人（60歳未満）

現在　２号（厚生年金等）⇒１号被保

険者に変更です

○扶養配偶者

現在　３号⇒１号被保険者に変更です

▼必ず届け出をしてください

手続きに必要な書類は次のとおりです。

①離職したことを証する書類　

②年金手帳　

③印鑑

これらを持参し、役場戸籍年金担当の

窓口に届け出をお願いします。

なお、国民年金保険料の免除申請をさ

れる方は、離職票または雇用保険受給資

格者証も必要になります。

この届け出がされないと将来の年金受

給資格を失う場合もあります。忘れずに

届け出をしてください。

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

「厚生年金」喪失の方へ

日本公庫は平成22年10月１日より農業改良資金の融資を

開始します。農業改良資金は、農産物の加工や販売を始め

る場合、新たな作物や新技術の導入を図る場合など、農業

者のチャレンジを資金面から支援する融資制度です。これ

までは北海道が融資していましたが、法律改正により、10

月１日から新しく生まれ変わった農業改良資金を日本公庫

が融資することになりました。

交通事故被害世帯の皆さんに次のような援護制度がありますので、

ご利用ください。

対　　象 自動車事故により保護者の方が亡くなられたり、

重い後遺障害を残すこととなったご家庭のお子様

で、０歳から中学卒業まで

貸付金額 一人につき最初一時金15万５千円、以後月額２万

円、小・中学校入学時に入学支度金４万４千円

返還方法 月賦または月賦・半年賦併用による20年以内での

均等払い

返還猶予 機構職員にご相談ください

対　　象 自動車事故により、脳、脊髄、または胸腹部臓器

に損傷を受け、常時または随時の介護を必要とす

る方で一定の要件に該当する方

支 給 額 月額29,290円～136,880円の間で、障害の程度に

より支給（「短期入院」費用があれば別途支給）

支給期日 支給月は３、６、９、12月

で、３ヶ月分を一括支給

申し込み・問い合わせ先

独立行政法人　自動車事故対策機構　

旭川支所　†0166-40-0111

交通遺児等育成資金貸付（無利子）

重度後遺障害者介護料支給

ご利用いただける方

主業農業者、認定農業者、認定就農者など

お借り入れの条件

金　　利：無利子

償還期間：12年以内（うち据置期間５年以内）

限 度 額：個人1,800万円、法人5,000万円まで

問い合わせ先

日本政策金融公庫　北見支店　†0157-61-8212

■対象者 1990（平成２）年４月２日生まれ～

1991（平成３）年４月１日生まれの方

■日　時 平成23年１月９日（日）

■受　付 午後１時　　　■開　式 午後１時30分　

■場　所 津別町中央公民館　講堂　

■申込先 10月末現在で町内に住民票のない方のみ

必要です。

【12月17日（金）までに中央公民館社会教育課へ申し

込みください。】

問い合わせ先 中央公民館社会教育課 † 76－ 2713

１：利用期間 １月５日～３月11日

２：利用時間（リフト運行時間）

・スキー連盟などの夜間事業が行われる日は午後９

時まで運行します。

（利用者の方は時間を厳守願います）

問い合わせ先 中央公民館社会教育課　†76－2713

お互い譲り合い、楽しく利用しましょう！

12月22日（水）～12月31日（金）

問い合わせ先　津別消防署 † 76－2189

あわただしい年の瀬が近づいています。火災を無くす

ため、防火のチェックを今一度お願いします。

『「消したかな」 あなたを守る　合言葉』

◎歳末火災防止運動期間

12月22日～31日（広報車による町内啓発広報）

◎サイレン吹鳴

12月26日～30日　午後７時

◎歳末特別警戒運動期間

12月26日～30日

（消防車による町内巡視

午後8時～午後10時）

※気象状況などにより変更する場合があります。

・オホーツク総合振興局税務課ホームページ

http://www.okhotsk.pref.hokkaido.lg.jp/ts/zim

オホーツク総合振興局では、12月、３月の各月

を「滞納処分強化月間」として道税の取り組んで

います。12月は、自動車税、個人事業税及び不動

産所得税などの道税全てについて滞納整理を進め

ることとしており、給与や預貯金などの財産差押

えを行います。まだ、納税がお済みでない方は大

至急納税してください。納税についてのご相談は、

オホーツク総合振興局税務課納税相談窓口へお願

いします。道税の納税には、手続きが簡単で便利

な口座振替がご利用できます。

問い合わせ先

・オホーツク総合振興局税務課納税係

†0152-41-0616

全国統一標語

住宅用火災警報器の設置期限せまる！住宅用火災警報器の設置期限せまる！�住宅用火災警報器の設置期限せまる！�

平成23年５月31日まで�

住宅用火災警報器の設置期限せまる！�

平成平成23年５月年５月31日まで日まで�平成23年５月31日まで�

職種及び募集人数

一般行政職　保健師１名

津別町役場　総務課庶務グループ　

†0152－76－2151

内容 作文筆記、個人面接

場所 津別町役場林業会館（役場庁舎裏）

日時 平成22年12月22日（水） 午前９時から

・保健師免許を有する者または平成23年４月当初まで

に免許を取得する見込みがある者

履歴書（写真貼付）、学業成績証明書、卒業証明書ま

たは卒業見込証明書を平成22年12月16日（木）まで

に提出

採用要項

応募資格

・応募時点で保健師免許を取得するための教育機関を

卒業してから３年以内の者または平成23年３月まで

に卒業する見込みのある方

試験の内容及び日程等

応募・照会先

対象者 初心者及びスケートリンクを１周すること

が出来ない小学生

日　時　平成23年１月12日～１月14日（３日間）

午前10時～午前11時30分

場　所 津別小学校スケートリンク

参加料　保険料600円

締切日 12月24日（金）まで

申し込み・問い合わせ先

中央公民館社会教育課 †76-2713

少年少女スケート教室に参加しよう！


